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◎ 平成２６年度春の叙勲で農業委員会関係者が受賞されました

平成26年度春の叙勲で 大河茂明氏(田原市)が旭日双光章を 中川奉三氏(南知多町)、 、

が旭日単光章の栄に浴されました。

大河茂明氏は農業会議会議員や中部たばこ耕作組合組合長などを、中川奉三氏は

農業委員会会長や農業会議常任会議員などの要職を務められ、農業振興と地域農業の

発展にご尽力され、その功績に改めて敬意を表すとともに、心からお祝い申し上げま

す。

今後、ますますのご健勝とご活躍をお祈りいたします。

◎ 平成２６年度全国情報会議が開催されました

4月9日に東京都文京区の｢椿山荘｣において、全国農業会議所主催による全国情報会

議が開催されました。

会議の開催にあたり、二田全国農業会議所会長は、農地中間管理機構への農地集積

や農地台帳の整備は農業委員会系統組織全体で推し進め、存在意識をしめそうと挨拶

で述べられました。

協議に先立ち、第20回「農業委員会だより」全国コンクール入賞農業委員会表彰及

び優良情報活動表彰が行われました。

「農業委員会だより」全国コンクール表彰では新城市、全国農業新聞情報活動表彰

の団体等表彰では豊明市、碧南市及び豊田市、情報活動功労者表彰では豊明市農業委

員会の山田恵子氏が表彰を受けました。

表彰後、協議に入り(1)平成26年度情報事業計画について、(2)農業委員会における

情報提供活動の強化についてなどが説明され承認がされました。

最後に「－婚活最前線－地域における結婚支援の目のつけどころ」をテーマに

ＮＰＯ法人全国地域結婚支援センター代表の坂本洋子氏の記念講演が行われました。
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◎ 常任会議員会議（４月）の審議状況について

4月15日に「愛知県白壁庁舎」において、農地法等に係る愛知県知事等からの諮問に

対する答申を審議する常任会議員会議を開催しました。

会議開催に先立ち、今後諮問が予定される愛知県農林水産部、建設部、名古屋市及

び岡崎市の関係職員も出席し、それぞれ紹介を行いました。

会議では 諮問案件の説明前に昨年12月の会議で保留した農地法第5条の転用案件(安、

城市)の諮問取り下げの説明が県からあり、その後、諮問案件の審議を行いました。

4月の諮問は、農地法第4条に基づく転用事案50件(前年4月34件)、40,265㎡(同

15,966㎡)、同法5条に基づく転用事案312件(同299件)、278,061㎡(同181,965㎡) につ

いて審議し、いずれも原案どおりで差し支えない旨承認されました。

◎ 農業委員会職員新任者研修会を開催しました

4月30日に名古屋市中区の｢愛知県水産会館｣において、愛知県農業委員会事務研究会

との共催で平成26年度農業委員会職員新任者研修会を開催しました。

研修会は、県関係者と農業委員会事務局職員等約80名が参加し、① 農業委員会に関

する法律と農業委員会の運営について、② 農地法の概要について、③ 農地転用許可

関係について、④ 農業経営基盤強化促進法の概要について、⑤ 農地中間管理事業の

概要について等を講義方式により午前10時から午後5時までみっちり研修を実施しまし

た。 参加した皆さん方は、農業委員会及び農地等に関連する法律の基礎知識を習得

し、少しでも早く実務に活かそうと最後まで熱心に受講していただきました。

◎ 農地中間管理事業説明会が開催されました

愛知県農業振興基金主催による農地中間管理事業説明会が4月21日に尾張地域を対象

に名古屋市中区の「愛知県水産会館 、4月23日に三河地域を対象に岡崎市の「ＪＡ研」

修所」において開催されました。

農業振興基金の久野理事長は、農地中間管理機構の指定を受け4月から業務を開始し

た。他県では県農林公社が指定を受けているところが多い。愛知県の公社は平成27年

度末に解散予定で農業振興基金しか受ける法人がなかった。農業振興基金は農地を扱

ったこともノウハウもないので、事業を推進していくためには、県の指導の下、市町

村、農業委員会、ＪＡ関係者のご協力が必要なので、皆様の格別なご協力、ご支援を

お願い申しあげますと挨拶がありました。

事業説明は、県農業振興課の大羽課長補佐から「農地中間管理事業について 、農業」

振興基金の水野農地集積推進部長から「農地中間管理事業の業務委託について 、県農」

業振興課の福井主任主査から「機構集積協力金交付事業について」それぞれ説明があ

りました。
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◎ 愛知県農業再生協議会の通常総会が開催されました

4月22日に名古屋市中区の「ＪＡあいちビル」において、愛知県農業再生協議会の平

成26年度通常総会が開催されました。

総会の開催にあたり、中野愛知県農業再生協議会長は、昨年12月に「農林水産業・

地域活力創造プラン」が決定され、産業政策と農業等の有する多面的機能発揮等の地

域政策を推進していく。特に、米政策では平成30年度を目途に、需要に応じた主食用

、 、 、 。 、米の生産 麦 大豆 飼料用米等の需要のある作物の生産振興などの見直し さらに

低コスト・高収益な産地体制への転換を図る攻めの農業実践緊急対策事業などが実施

されますので、関係機関が密に連携を図り、現場が混乱することなく、これらの見直

しや事業等を有効に活用するように取り組んで行くことが重要であると挨拶がありま

した。

協議会の提出議案は、平成25年度事業報告及び収支決算、平成26年度事業計画及び

収支予算及び役員の選任が提案され全て原案どおり承認されました。

その後、米政策及び経営所得安定対策の見直し、平成25年度経営所得安定対策の取

組状況、大豆・麦等生産体制緊急整備事業の取組状況等の説明がありました。

なお、愛知県農業再生協議会の詳しい事業内容はホームページをご覧ください。

（http:/www.aisuikyo.jp）

◎ 愛知県農業経営士協会、愛知県青年農業士連絡協議会の通常総会が開催されました

4月22日に岡崎市美合町の「県立農業大学校大講義室」において、愛知県農業経営士

協会 「同校中研修室」で愛知県青年農業士連絡協議会の平成26年度通常総会が開催さ、

れました。

愛知県農業経営士協会の総会では、提出議案は全て原案どおり承認されました。

役員改選では会長に渡会健治郎氏(東三河)、副会長に小川嘉吉氏(尾張)、岡田益夫

氏(西三河)、会計に鈴木聖一氏(名古屋)を選出しました。議事終了後、新会長の挨拶

に続き、定年退会者68名及び役員退任者に感謝状の授与がありました。退会される

皆様方、長い間本当にご苦労様でした。今後は形を変え、地域農業にご指導・ご支援

をお願いいたします。

また、愛知県青年農業士連絡協議会の総会も提出議案は全て原案どおり承認され、

理事の互選により新会長に山口雄一郎氏(知多)、副会長に磯貝定弘氏(碧海)、会計に

藤井英成氏(田原)を選任しました。

なお、総会の前に岐阜県指導農業士竹川初美氏により「地域の若返りと活性化をめ

ざして～就農への橋渡し～」と題して講演が行われました。
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◎ 農業者年金業務担当者・相談員、担い手・経営対策主任者会議が開催されました

4月21日に東京都千代田区の「主婦会館プラザエフ」において全国農業会議所主催に

よる平成26年度農業者年金業務担当者・相談員並びに担い手・経営対策担当者会議が

開催されました。

、 、全国農業会議所の柚木事務局長は 国では農業委員会制度の見直しが行われており

組織のあり方では都道府県段階、全国段階が必要か、また、農地の業務と農政の業務

のあり方についいても議論されており、注意深く見守る必要があると挨拶がありまし

た。

引き続き議事に入り、担い手・経営対策の推進では、現在、担い手・経営対策の国

の予算はなく、来年度の予算確保に向け運動して行く。また、認定農業者制度につい

ても十分な支援ができていないので、農業委員会系統として新たな支援策を構築して

いく。全国担い手サミットを11月13日～14日に兵庫県で、農業者年金加入推進セミナ

ーを12月3日に開催すると説明がありました。

農業者年金の加入推進の重点活動では、農業者年金基金の方針に従って加入推進を

図り、農業者年金制度・運用改善については、情勢を見極めつつ早期に国に対応を求

めると説明がありました。

◎ 農業者年金業務担当者及び総合指導員会議が開催されました

4月22日に東京都港区の「アジュール竹芝」において独立行政法人農業者年金基金主

催による平成26年度農業者年金業務担当者及び総合指導員会議が開催されました。

農業者年金基金の中園理事長は、平成25年度の新規加入者は3,452人で目標達成率は

76.7％で昨年より増えたが目標に到達していないので、今年度は目標達成できるよう

取り組んでいただきたい。また、2月から新システムが稼働しているので活用をお願い

したいと挨拶がありました。

議事では、平成25年度の加入実績では新規加入は3,452人(内女性1,144人、39歳以下

2,243人）達成率76.7％、愛知県では34人(内女性11人、39歳以下16人）達成率18.1％

で、39歳以下の加入者及び全体の加入者の全国平均目標達成率を下回った17都県を重

点指定し、さらに、重点17都県の平均目標達成率を下回った、埼玉県、千葉県、東京

都、愛知県、和歌山県、高知県の6都県を特別重点指定し、特別活動計画等を基金と共

同策定し加入推進に努めることとなりました。

また、運用状況につては概算値ではあるが、平成24年度の9.6％に比べ低いが7％後

半を確保できると報告がありました。
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◎ 全国農業委員会都市農政対策協議会主任者会議が開催されました

4月23日に東京都千代田区の｢主婦会館プラザエフ｣において、全国農業委員会都市農

政対策協議会主催による主任者会議が開催されました。

協議に先立ち、農林水産省農村振興局都市農村交流課都市農業室長沖和尚氏の「都

市農業をめぐる情勢と政策について」の講演があり、自民党農林政策調査会・農林部

会合同都市農業に関する勉強会の概要、検討内容や法制化への状況などの説明があり

ました。

講演後、平成26年度全国農業委員会都市農政対策協議会通常総会提出議案の平成25

年度事業報告、平成25年度収支決算及び監査報告、平成26年度事業計画、平成26年度

収支予算及び会費の徴収について協議を行いました。

◎ 農業委員統一選挙推進標語が決まりました

第22回農業委員統一選挙の実施にあたり、全国農業会議所と全国農業新聞が募集し

た「農業委員統一選挙標語」の入選作品の発表がありました。

1等は 人・農地 次代につなぐ 農委選 三重県伊賀市・吉岡康夫さん 2等は 地「 」 、 「

域の魅力 引き出せ 女性パワー」群馬県館林市・亀田久子さん、3等は「農声に 応
のうせい こた

えて励め 農業委員」愛知県豊根村・熊谷一夫さんが受賞されました。
はげ

◎ 今後の主な行事予定

５月１２日 農業者年金記録管理システム実務者研修会（中村区）

５月１５日 常任会議員会議（白壁庁舎）

５月２７日 全国農業委員会会長大会（東京都・日比谷公会堂）

５月２８日 農業委員会会長・事務局長等現地視察（横浜市）

５月２９日 農業者年金担当者会議（中区）

６月 ４日 市町村農業委員会会長・事務局長会議（水産会館）

６月１０日 農地情報管理システム新任者研修会〈ソリマチ （白壁庁舎）〉

６月１３日 農地情報管理システム新任者研修会〈両備システムズ （白壁庁舎）〉




